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ス コッ トラン ド第7代 エルギン伯爵 と大英帝国の時代

7thLordElginandtheEraofProsperityofBritishEmpire

北 政 巳
MasamiKITA

1.エ ル ギ ン伯 爵 とス コ ッ トラ ン ド

イギ』りスで現在 で も残 ってい る世襲 貴族 は約700家 族,ス コッ トラン ドで は約20家 族 と言わ れ る

が,最 も有 名 なス コ ッ トラン ド貴族 はエル ギ ン伯爵 家 と縁戚 関係 とな るグレイ家で あ る.な ぜ な

ら自家 プラ ン ドのアー ル(Earl伯 爵 の意)・ グ レイ茶 で有名 で ある.(1)

エ ル ギンー族 に もグ レン(Glen谷 間 の意)・エ ルギ』ン と呼ばれ るシングル ・モル トの 自家 ブ ラン

ドの ウィス キー 寮 あ り,国 民的英雄 の ウォ レス家 と も並 ぶ ス コッ トラン ドを代 表す る名 家 であ る.

現 在,ヨ ー ロッパ では ヨー ロ ッパ共 同体 が形成 され複合 民族連 邦国家 として機能 して い るが,

イ ギ リスは文 字 どお り原典的 なイ ングラン ド,ウ ェー ル ズ,ス コッ トラン ド,北 アイル ラン ドか

ら構 成 され る複合 民族国家 であ る.特 に16世 紀 に イン グラン ドに従属 したウ ェー ルズ と異 な り,

1707年 に合 併 して連 合王 国 を形 成 したス コッ トラン ドは特異 な立場 にあ る.事 実 イ ギ リスの統計

資料 では,イ ング ラン ド ・ウェール ズ を同 じ括 りで扱 い,ス コッ トラ ン ドとは分 けて あ る.(2)

面 白いの はサ ッカーの ワール ド・カ ヅプ の予 選 に,大 国のア メ リカ,ロ シアで も1代 表 なの に,

イ ギ リスは イング ラン ド,ス コ ッ トラン ド,ウ ェー ル ズ,北 ア イル ラン ドの4代 表が参加 す る.

そ の根 拠に はイギ リスはア メ リカの ように民族 を問わず政 治単位 の国家(state)と す る国家観 で

は な く,4民 族 国家(nation)連 合 か ら構成 され る国 とされ るか らであ る.た とえば イギ リス国歌

は 「神 よ 女 王 を守 りた まえ」(GodSaveTheQueen)で あ るが,ス コ ッ トラン ド・チー ムは国

際試合 の前 に 「国歌 」 を歌 うが,そ れ は 「ス コッ トラン,ドの花」(FlowersofScotland)で 南 り,

も うひ とつ の スコ ッ トラン ド人 愛唱歌 「勇敢 な るス コッ トラiド 木」(ScotlandtheBrave)同 様

に,内 容 はエ ルギ ン伯爵 家の原点 であ る反 イ ングラ ン ドの英雄 ロバー ト・ブルー スのバ ノ ックバー

ン戦場 での雄 姿 を讃 える歌 であ る.そ れが ス コッ トラ ン ド人 の民族心 の表明 であ る.(3)

民 族 的に見 て もス コ ッ トラン ド人 はア イル ラン ド人同様 にケル ト(Celtic)族 が 主体 であ り,イ

ング ラン ドの ロー マ人 との混血 を主 とす るプ リ トン(Briton)族 と異 な る.地 理 的にみ て も,ロ ー

マ人 がケル ト人の侵攻 を防 ぐため に作 った2つ の壁,「 ア ン トニ ウス帝 の壁 」と 「ハ ドリヌ ウス帝

の壁 」がプ リテ ィン島の北 と南 の異な る国の樟 界 を形成 した.(4)

体 型 的に見 て もイン グラン ド人は金髪,顔 の額 の広 い長 身,ス コッ トラン ド人 は黒髪,額 も狭

く短 身の特 徴 をもつ.さ らにキ リス ト教 流布 を見て もイ ングラン ドでは ロー マか ら入 りセ ン ト ・

ジ ョン ・ク ロズ十 印 を特徴 とし,ス コッ トラン ドで は ヨー ロ ッパ 経由 で入 り×印 のス ン ト・ア ン
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ドリュー ス ●クロス とす る・ イ ギ リス宗教 改 革後 ・両 地域 とも英 国国教会(聖 公会Established

Church,AnglicanChurch)を 制 度化 したが,イ ングラ ン ドは国王 は教会 首長 で あ り大 衆 も監 督

教会 派(Episc・palian)に 近 く 「国王 に至上権 」を容 認す るの に対 して,ス コ ッ トラ ン ドで は 「国

王 も一会 員」 とす る長 老会派(Presbyterian)で あ った..(5)

ス コ ッ トラン ドの近 代 は,ヨ ー ロッパ大 陸 の宗 教 改革 の影 響 を受 け た1560年 の ノッ クス(J .

Knox)の 宗 教 改革 に始 ま り,彼 の著作 『訓育 書』に書 かれ 々伝統 的 な平等観 の上 に清教徒 主 義(プ

ロテ スタ ンティズム)倫 理 の実践 に よる,職 業 を通 じて の敬神 が特 長 とな った.イ ン グラ ン ドの

教育 が 「出 自や財産 」 を主軸に展 開 され たの に対 し,ス コ ッ トラン ドで は 「能力 主義教 育 」主 義

が展 開 され た.(6)

そ れ を象徴 す るのは 「ス コッ トラン ドとは どの よ うな国」 と聞 くと,戻 って くる慣用 の 言葉 が

「羊飼 いの息子 で も大学教 授に なれ る国」 とされ
,社 会 層 の対 流現 象の起 る国 だ とされ る.(7)

そ の教 育 の差異 の起 源 を辿 ると,ス コッ トラン ドの キ リス ト教 は,南 の イン グラ ン ドが ロー マ

経由 であ ったの に対 して,北 ヨー ロッパ経 由 であった.紀 元563年 に 聖 コランバ(St .Columba)

が ア イオナ(Iona)に ケ ル ト教 会 を設立,600年 頃 に聖 マ ン ゴが グ ラス ゴ ウに最初 の教 会 を設立
,

11揖 紀 には聖 ニニ アンが修 道院 を設立 し神学 教育 の基盤 を形成 した .11世 紀 末 にケ ル ト教 会 のマ'

ル コム王 が イン グラン ド人女性 マーガ レ ッ トと結婚 した.彼 の死後 マー ガ レッ トが ローマ教 会 を

宣 揚 した こ とか ら,次 第に スコ ッ トラン ドの キ リス ト教 もローマ化 され て いった.

ス コッ トラン ドで は 自由民 を対象 に,中 世 ヨー ロ ッパ で最初 の義務教 育 法が施行 され た こ とば

ス コ ッ トラン ド社会 では教 育熱心 が原点に あ る.そ れは就業 の ため の必要 手段 であ ろた .

ま た中世 イング ラン ドにオ クスフォー ド大 学 とケ ンブ リッジ大学 の2大 学 しか な レ・時 代 に ,ス
ーコ
ッ トラン ドには1413年 創 立のス ン ト;ア ン'ド リュー ズ大学,1451年 創 立 の グラス ゴウ大 学 ,1495

年 創 立の アバァ オー ン大学 が創 立 され,ス コ ッ トラン ドは北西 ヨー ロッパ の一 大神 学 セ ンター と

なった.注 目され るのは スン ト ・.アン ドリュー ズ大 学 はス イスの ジュネー ブ大 学,・ グラ久 ゴ ウ大

学 はイ タ リアの ボローニア大学,ア バ ディー ン大学 は フ ランスのパ リ大 学 をモデル に設 立 され た .

っ ま りヨー ロ ッパ のルネ ッサ ンスの流 れ を くむ文芸 の3つ の都か ら影響 を受け ての ヨー ロ ッパ 的

視 野 か ら設立 され た.4番 目の エデ ィン バ ラ大 学 は,1560年 のJ.ノ ッ クスの遂 行 したス コッ トラ

ン ド宗教 改革後 の1583年 の 設立 であ り,市 民 自治体 の理 想 の実現 を目指 した.(8)

中 世 イ ングラ ン ドでは学 問が神学 の「下僕 」扱 いで あ ったが,ス コッ トラ ン ドは僻 地 なが ら ヨー

ロッパ ・イ タ リアか ら伝来 したル ネ ッサ ンスの影響 を受 け ,斬 新的 な学 問(実 用学)に 向 か い,

節 倹 と勤労 の倫理 に支 え られ実 学思想 が醸成 され,そ れ を身につけ たス7ッ トラン ド青 年 が就労'

機 会 を零 め イング ラン ドまた ヨー ロ ッパ各地 に出稼 ぎ ・移 民 した.っ ま り実学教 育 の拡大 と推進

は,大 きな 「後押 し」 となった.・

四大学 の中で実用教 育 を最 も実 践 したのは グ ラス ゴウ大 学 であ った.ス ン ド ・アン ドリュー ズ

大学 に学 んだW.タ ー ンプルが ヨー ロ ッパ各地 を回 り, .イ タ リアの ボ ロー ニア大 学 をモデ ル に グ

ラス ゴウ大学創 立 を構 想 したが,そ の創立年1451年 は 彼 の逝 去年 であ った .
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スコットラン ドの高等教育は為政者メア リー女王,ジ ェイムズ1世 の後継者チャールス1世,

さらに多くの地主 ・教会関係者か らの寄付 を受け,グ ラウゴウ大学を中心 とするスコッ トラン ド

諸大学は一方ではギリシア ・ヘブライの古典学重視の伝統の上に,ノ ックスの宗教改革案の実学

を掲げて対応 し;近 代社会の掌め る実用学の展開を目指 した.(9)

イングラン ドのオクスフォー ド・ケンブ リッジ大学には上流 ・富裕層の子弟が多 く集 まったの

に対 し,ス コッ トラン ドのグラスゴウ大学には中流階級の子弟や地方牧師の推薦す る貧困層の庶 ●

民が集まった.特 に北イングラン ドや 北アイルラン ドの長老会派の師弟が多かった.そ の実用学

教育のルーツを探ると,ス コットラン ドでは,1496年 に中世 ヨーロッパ最初の義務教育施行が挙

げられ る.(10)

英国は政治史では,1603年 にイングラン ド女王エ リザベ スが後嗣な く残 しス コヅ トラン ドの

ジェイムズ6世 がイングラン ドに招かれてジェームス1世 として即位 した.「 王冠の結合」と呼ば

れる.さ らに封建反動を経て1649,1688年 の清教徒革命 を経て,1707年 のイングラン ドとスコッ

トラン ドの 「合併」を迎える.経 済的に劣位で困窮 したスコッ トラン ドが受け入れたことか ら「経

済的合併」 と呼ばれる.

この激動の時代の中で,グ ラスゴウ大学の授業カ リキュラムの文芸科目は清教徒主義の原理 と

実利実用学の原則で決め られ,最 初の2年 はギ リシア語 ・ラテン語 ・論理学 ・算数学初歩,3年

に倫理学 ・幾何学 ・形而上学,4年 に 自然物理学 となった.開 かれたスコットラン ドの教育は廉

価で実用的 と評価が広 まり,外 国からも多 くの人材を集め,有 名な外国人に1603年 にはアメリカ

の書籍販売業のD.キ ャンベル,1727年 にはジャマイカの貿易商のW..キ ャンベルが入学 した他,

ρ シアを中心に多 くの北ヨーロッパ留学生 を集めた.

1707年 のイングラン.ドとの合併によりスコッ トラン ドは独 自議会を失い,ま た多 くの貴族が官

職 ・特権を失った.1715年 と1745年 の2度 のジャコバイ ト(王 党主義者,Jacobean)の 反乱鎮圧

で,ス コッ トラン ドでは親イングラン ドのレアー ド(laird)と 呼ばれ る開明的地主の活躍する時

代 を迎える.彼 らに共通す るのは,18世 紀スコットラン ドに共通する長老会派主義 ど実利学教育

の伝統であった.(11)

また中世か らのヨーロッパ各地への傭兵・出稼 ぎや,2度 の反乱鎮圧の結果に海外(ア メリカ・

オース トラ リア ・ニュー ジーラン ド等)へ 政治犯 として送 られたスコッ トラン ド高地地方部族の

末喬が作 り上げたスコットラン ド人ネッ トワー クが挙 げられる.

このような歴史状況 を背景に,エ ルギン伯爵家はズコットラン ドを代表す るかたちで歴史に登

場 した.

2.エ ル ギ ン伯 爵の家系

イギ リスでの ス コッ トラン ド人貴族 のエ ルギ ン伯 爵家の系譜 をた どる と,著 名 な ロバー ト ・プ

ルー スがス コッ トラ ン ド諸部族 を統一 し,1306年 か ら1329年 までス コ ッ トラン ド国王 として活躍

したこ とに 出自が あ る.(12)
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1314年 のスター リング城横のバ ノックバー ン戦場で,-ー バー ト・プルースカ・僅かな軍勢 を率 ・・
.

て多勢のエ ドワー ド2世 のイングラン ド軍 を撃破 したことは有名 であ乙.そ の時に彼が残 した

「アープ・一スの宣言・の 「自ちと
.自らの臣民力供 に国を治める、は,・ 一マ法王統治か らの史上

母初の独立声明 とされる・そして世界史上最初の 「民主化宣言」 とされ,ア メリカ独立宣 言の淵

源 とされ た.そ の後 に彼の一族 か ら,中 世 で は ロバ ー ト1世,デ ィ ビッ ド2世 の2人 のス コ ッ ト

ラン ド国王 を輩 出 した.(13)

1603年6月 に初代 エル ギン伯 爵の 野一 マス ・ブルー ス(1599-1663年)が,ス コ ッ トラン ド国 王

か ら第3代 キ ン ロ ス(Kinloss)伯 爵 に任 命 され た .そ の 前 は1603年 に エ ド'ワー ド ・ブ ル ー ス

て1548-1611年)が 初代 キン ロス伯爵,同 名 のエ ドワー ド・ブ ルー ス(1594-1613年)が 第2代 キ ン

ロス卿 ・第2代 キン ロスの ブルー ス卿 とな り,ト ーマ ス ・ブルー ス(1599-1663年)が 第3代 キ ン1'

ロ ス 卿 ・第3代 キン ロスのブルー ス卿 を兼ね たが
,・さ らに1663年 に エル ギ ン伯 爵 に叙位 され た.

(14)

ブ ル 「 スー族 は既 にス コ ッ トラン ド北東 部 のフ ァイブ州 の キ ンカー デ ィン'(Kincardine)の 地

主に なってお り両領地 を保 有す る伯 爵家 とな り,ス コ ッ トラン ドでは ウォ レス(Wallace)一 族 と

並 び評 され る名 門 どな った.ブ ルース伯 爵家 は栄 え,1641年 に トーマ スは ウォー トンの ブル 「 ス

男爵 に叙せ られた.

第2代 エル ギン伯 爵 とな る息子 ロバー ト(1627-1685年)は1662年 に アイ レスバ リー伯 爵 ,ベ ッ

トフォー ドの ア ンプ トヒル の ブルー ス子 爵(Viscount),ヨ ー クの ス ケル トンの ブ ルー ス 男 爵

(Baron)貴 族 とな った.

第3代 のブルー ス伯 爵の トー マ ス・ブ ルー ス(第2代 アイ スバ リー伯 爵 を兼ね る,1656-1741年)

は1685年 に 爵位 を継承 したが,イ ギ リスの名誉 革命 に際 しイン グラン ド大衆 が ドイツか ら到 来 し

た清教徒 オレ ンジ公 ウ ィ リアムズ を歓迎 レたの に対 し,'彼 は敵対 しジェー ムズ2世 を支持 した4

人 の貴族 の一 人 となった.さ らに幽閉 された ジェー ム ズ2世 あ ロン ドン塔 脱計 画 に関与 したため

トーマ ス ・ブルース も捕 え られ,同 じ く1696年 に幽 閉 され た.(15>

彼 の 死後,息 子の チ辛「 ルズ(1682-1747年)が 後 継 して4代 目エ ル ギン伯 爵(第3代 アイ レス

バ リー卿)と なった .チ ャール ズ ・ブルー スは親 イン グラン ド貴族 と して活躍 し,第2次 ジ ャ コ

バ イ トの乱鎮圧 後 の1746年4月 に1まつ ングラ ン ドの ウィル ト(Wilt)の トッテナ ム(T・tt・1111・m)

のブルース男爵に任 じられ,ス うットラン ド貴族で合併後の最初の英国(UnitedKingdom)貴 族

となった.彼 に男子後継者がな くウォー トン男爵は断絶 しキンロス卿ほ保持者不詳 となったがエ

ルギン伯爵は遠縁の第9代 キンカーディン伯爵のチャールズ ・ブルースが後継 し,ト ッテナムの

ブルー ス男爵 は4代 伯 の妹の トー マス ・プ ラネ ル=ブ ルー ス を招 き後継 と した.キ ン ロズ卿 は貴

族 駄 計 って1868年 に4代 目伯 爵 の子 であ る第3代 シャン ドス公 爵 ジェー イ ム ズ ・ブ リッジろ

(1731-1789年)を 正 当相 続人に決め,現 在 は,そ の女系 子孫 が保 持 して い る.(16)

第5代 エル ギン伯 爵 は同名 の チャー ル ズ(第9代 キンカー デ ィン伯 爵 を兼 る,1732-1771年)が

後継 したが,1771年 に 逝去 した.次 に息子 ウィ リアム(1764-1771年)が 僅 か7歳 で第6 、代 エル ギ
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ン 伯 爵 ・第10代 キンカーデ ィン伯 爵 を後 継 したが数 ヶ月 で病 死 し,そ の弟 トー マ ス(1766-1841年)

が5歳 で第7代 エル ギ ン ・第11代 キ ンカー デ ィ ン合 同伯 爵 とな った.大 英博物館所 蔵 の 「エ ルギ

ン大理 石」 で有名 なエル ギン伯 爵であ る.(17)

そ の 息子の 第8代 エル ギン伯 爵 ・第12代 キ ンカー デ ィン伯 爵の ジェーム ズ・ブルー ス(1811-1863・

年)が,本 著 の 中心 人物 で,19世 紀 中葉 の イギ リス資本主義帝 国の繁栄 の時代 の 中で,ジ ャマ イ

カ,カ ナダ,中 国,日 本,イ ン ドで活躍 す るこ とにな る.

エ ル ギン家 は,さ らに ヴィ クター ・ブルー ス(1849-1917年)が 第9代 エル ギン伯 爵 ・第13代 キ

ンカー ディン伯爵 とな り政治 家 として活躍,1894-1899年 までの 間,父 と同 じようにイ ン ド副 国王

を務 め,1905年 に は 自由党 のヘ ン リー ・キャ ンベ ル=バ ナ マ ン内閣に植 民地大 臣 として入 閣 した.

(is)

さ らに息子 エ ドワー ド(1881-1968年)が 第10代 エ ル ギン伯 爵 ・第14代 キンカー ディ ン伯 爵,続

い てア ン ドリュー(1924-) .が 第11代 エ ル ギ ン伯 爵 ・第15代 キンカーデ ィン伯 爵 とな り現在 に至

る.第10代 エ ル ギン伯 爵は第2次 世 界大戦 中に英 国首相 のチ ャー チルの秘書 を務 め た こ とは知 ら

れ てい る.

チ ェ ックラ ン ド教 授 の 『エル ギンー族 の歴史』 の 中で,教 授 自身が カナ ダ義 勇 軍でケ ンブ リッ

ジ大 学留学 中に第2次 世 界大戦 でサハ ラ砂 漠 に戦車隊 で従 軍 したが,奇 遇 に もアン ドリュー ・プ

ルー ス伯爵 もイギ リス軍か らサハ ラ砂漠 の 出兵,共 に ドイツの ロンメル将 軍率 い る戦車 隊 と対峙

した共通の思 い出を書いて いる.(19)

さ らに彼 の法定相 続人に は長 男チ ャー ル ズ・ブルー ス伯 爵(1961-)が 決 め られてお り,2009年

の横 浜 開港150周 年 の記念行事 の 「エ ル ギン伯 爵美術工 芸展 」に神 奈川歴 史博 物館行 事 に来 日され

た.ま たブルー ス伯 爵 の継嗣は ジェーム ズ ・アン ドリュー ・チ ャー ルズ ・ロバー ト・ブルー ス(1991-)

が 英 国王室 か ら既 に裁下 されてい る.(20)

3.第7代 エルギ ン伯 爵

、

第 ク代エ ルギ ン伯爵 とな る トーマ スの母 マーサ は,一 族 が イング ラン ド・ス コ ッ トラン ド両 地

域 に広が る名 家 となれ るよう,ト ー マ スには親 イ ングラン ド教育 を準備 した.先 ず8歳 か ら12歳

ま で ロン ドンの ウェス トミンスター 学校 に送 り,16歳 か ら故郷 ス コッ トラン ドの ス ン ト・ア ン ド

リュー ズ大学 で学ばせ た.(21)

トー マスは ギ リシア ・ラテン語,古 典 研究 に才 能 を発 揮 し,ス ン ト・アン ドリュー ズ大学 で彼

の書 いた 「ギ リシア悲劇 」論評 で大学賞 を受 け る程 の秀才 と賞 讃 され た.当 時の ス コ ッ トラン ド

で は,貴 族 や 自由民の師弟 は10代 半 ばか ら大学 に学 び実学 を習得 し・余裕 のあ る者 は さ らに遊学

す る 『グラ ン ド ・ツアー』 の伝 統が あ り,大 陸や イ ングラン ドに渡 った.ア ダム'・ス ミス もバ ッ

クルー公に随行 して大陸 に渡p,パ リで フ ランス百科 全書 派 と言 われる知 識人 と交遊機会 を得 て,

自 らの思想 ・哲 学の糧 とした こ とも有 名 であ る.(22)

こ の 時代 のス コッ トラ ン ドは 「ス コ ッ トラン ド・ル ネ ッサ ンス」(ScottishRenaissance)と 呼
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ば れ る 「ス コッ トラン ド啓 蒙主義(Enlightenment)」 の 全 盛期 にあ り,ス コッ トラ ン'ド 「常 識 学」

が ヨー ロ ッパ の知 性 を主 導 した時代 で もあっ た.(23)

トー マ スは,文 芸復興 の 中心者 であ ったス ン ト ・ア ン ドリュー ズ大学 の学長 の ウィ リアム ・ロ

パ ー トソ ン教 授 に刺激 を受 け市民法 に関心 を持ち
・外 交分 野に進 む こ とを決意す る.1785年,18

歳の時にフランスのパ リ高等学院に学び,そ のあと陸軍に入 り,ス イス,フ ランス,ド イツを回

り陸軍大将の資格 を得た.(24)

トーマスは24歳 の時に,ス コットラン ド近代化の指導者H .ダ ンダス公爵の 目に留まる.1707年

の合併後スコッ トラン ド貴族の多 くは官職 を失ったが,彼 らのは一方では親イングラン ド秩序の

体制内に入 り 「連合王国」の発展に尽力していくか,も しくは故郷 を捨て海外のi新天地に赴 き,

異国でスコットラン ド主義的な秩序 を保持 していくかの選択を迫られた.ち ょ'うど英国(連 合 王

国)がA.ス ミスの 自由貿易主義の思想 を掲げる首相 ピッ トの政策 を背景に世界市場 に進出する

時代 であ り,双 方の流れとも「離散共同体」(Diaspora)と してスコッ トラン ド世 界の拡大に役立っ

ていた.(25)

H.ダ ンダス公爵 もスコッ トラン ド産業復興 の中心委員会議長の他にイギリス東 イン ド会社要

職 も兼ねてお り,ス コットラン ド貴族2世 の学識 ・教養のある若手有望な人材 を 「大英帝国」の

中で登用 しようと試みた.ダ ンダス公爵は第7代 エルギン伯爵の トーマスをオランダ ・ハー グに

派遣 し中欧での情報収集に当たらせ,翌 年にはプラッセル,さ らにベネティア,ベ ル リンへ行 か

せ た.彼 も期待 に答 えて語学力と教養 を生か して活躍 した.1790年 から1840年 までの商,英 国貴

族院議員 もつ とめた.

1789年 にイギ リスのライバル国のフランスにナポレオンが登場 し勢力を増 してエジプ トを侵略 ,

さらに トルコへの進撃 を開始 した.憂 慮 した英国王ジ ョー ジ3世 は同年11月 に第7代 エルギン伯

爵を トル コのオスマン帝国への特命全権大使 に任命 した.翌 年早々に,彼 は地元地主の娘M .H.三

スベ ッ トと結婚 し1801年 にイスタンブールに赴任した.(26)

当時,ギ リシアはオスマン帝国の占領統治下にあった.ま たオスマン帝国はフランスの侵攻 を

受け苦境に陥ったがイギリス軍の助勢 を得て1801年 にフランス軍を撃退 し,英 国 とは良好な関係

にあった.(27)

古典愛好家の第7代 エルギ』ン伯爵は トルコ国王ルタン ・セ リム3世 の許可を得て,莫 大 な私 費

を費や してアテネのパルテノン神殿の彫刻 を3度 にわたりはぎ取 り,英 国へ持ち帰った.そ の話

しを聞いた古典愛好者 フランスのナポレオン皇帝は大激怒 した.

1810年 に トーマスが離婚 し,ま た母親が亡 くなると,彼 がアテナイの神殿か ら持 ち帰 った大理

石の入手 ・輸送 ・保管の費用の借財問題が深刻化する.苦 境から思いついた大英博物館への売却

交渉 も進展せず,一 層の苦境に追いこまれた.(28)

1807年2月 に ロシアが海上交易を求めて南下 し,ト ルコに対 して戦争を仕掛け露土戦争が勃発

した.ト ーマスは1811年3月 にイギリスに戻 り,ロ ン・ドンでエ リザベス ・オズワル ドと再婚 した.

同年の11月 にジェームズ(の ちの第8代 エルギン伯爵)が 生まれた.
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戦争中,イ ギリスは トル コの同盟国として,ト ルコ・ギリシアに精通 したレバ ン ト(Levant)

会社 を用いて情報収集に努め,ま た戦闘状況 を優位に導いて1812年1月 にダンダネルズの和平条

約 を結んだ.

第7代 エルギン伯爵の持 ち帰った大理石はスコッ トラン ドのファイブの居城やロン ドン地所に

保管 されたが,売 却話 も進 まず経済的苦難の 日々が続いた.そ のため息子 ジェイムズたちは所領

での貴族生活には戻れず外国のパ リやロン ドンで細々 と生活 したLし が し,そ れが息子ジェイム

ズの外国文化理解に精通 させ,フ ランス語 も流暢に話す博学青年に成長させた.(29)

1808年 大英博物館の主任J.プ ランダか らアテネから持 ち帰った大理石への受け入れ交渉始 ま

り数年 を経て1811年 に話がまとまった.1816年 に最終的に大理石は大英博物館に収蔵 された.し

か しエルギンー族が支払った費用の半分に も満たなかったため,エ ルギンー族の経済的苦境は続

いた.そ れが8代 エルギンが外交職に入る動機にもなったことも事実である.(30)

他方1810年 にイギリスの詩人バイロン(Byron)が アテネの聖地パルテノン神殿 を訪問,エ ルギ

ン伯爵によって剥 ぎ取 られた古典彫刻の哀れな姿に激怒 し 「古典芸術破壊者」 として非難 した.

バイロンは 「エルギンの生贅」 と呼び,エ ルギンに対 して 「ギリシア女神の ミネルバ(智 恵と芸

術)の 呪い」 と題す る詩 を送った.そ の結果,こ の大理石 は 「エルギン ・マーブル」 と呼ばれ大

英博物館の中でも最 も有名な品物のひとつとな り,現 在 まで返還 を主張す るギリシア政府 と拒否

する英国政府 との紛争の火種 となっている.

4.ス コ ッ トラ ン ド ・ル ン ッサ ン スの 時 代

『ロビンソン ・クルーソー漂流記』の著者D .ディフォニは1729年 に 『イギリス紳士年鑑』を発

刊 し,そ の中で 「イギリスでは貴族3万 の中で長男を大学に行かせている人は200家 庭に過 ぎず,

この1世 紀半で大学生の数 も半減 した」 と書 き残 した.事 実,イ ングラン ドでの学問衰退傾向は

著 しかった.(31)
『
『道徳感情論』(1759年)や 『国富論』(1776年)の 著者であり古典派経済学派の始祖 とされるA.

ス ミスは,グ ラスゴウ大学を卒業後にオクスフォー ド大学ベ リオル ・カレッジへ留学 したが,其

処 での印象 を「オクスフォー ド大学で正教授の大半も,長 年にわたり教 える体裁 さえ失 っている」

と非難した.ま た同大学のモー トン・カレッジに学んだスコットラン ド人歴史家E.ギ ボンも 「教

授たちは自らの良心か ら読書 ・思索 ・著述 を行 うこ とを忘れ,深 酒に溺れてお り,さ らに学生に

も風潮を助長 している」 と憤激の文章を書 き残 した.(32)

イングラン ドでは名門の両大学の学問は沈滞 したが,ス コッ トランドでは4大 学を中心に実生

活に必要な学問が進展 した.さ らにスコッ トラン ド実学教育の影響 を受けた北部 イングラン ド地

方を中心に,英 国国教会に属 さない非国教徒(ノ ン ・コンフォー ミス ト,デ ィセンター と呼ばれ

る)の 専門学校で実用学的な自然科学 ・化学 ・商業学 ・会計学 ・速記学が発達 し,来 るべ き産業

革命の時代の人材育成に貢離 した.(33)

18世紀後半のスコッ トラン ドは,レ アー ド(laird)と 呼ばれた開明的地主層を中心に社会経済
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発 展 をとげ,ス コ
.ッ トラン ド啓蒙主義 に主導 す るル ネ ッサ ンス(文 芸復興)の 時代 を迎 え る.イ

ン グラ ン ドに とって17世 紀 の清教 徒革命 ・名誉革命 が社会 発展 の画期 となった よ うに
,ス コ ッ ト

ラ ン ドに とっては1707年 が 時代 画期 どな り,1715年 の 第1次,1745年 の 第2次 ジャ コバ イ トの乱

鎮年後に・広範な一大社会改良運動が展開された.親 イングラン ドの運動であ り,使 用言語 も従

来のケル ト語から英語への転換であった.

18世紀後半には,エ ディンバ ラは 「北方のアテネ」 と呼ばれ 「文芸の都」'として,ケ イムズ卿

を中心にスコットラン ド・ルネッサンスのメッカとな り理 性覚醒運動が犀開された.オ クスフォ,一

ド大学か ら失望 して故郷カーカルディに戻ったス ミスにケイムズ卿がよディンバ ラでの英語での

文芸講座の講師職 を与えたことは有名である.(34)

エディンバ ラでの公開講義成功で評判を得 たス ミスは,母 校 グラスゴウ大学の道徳哲学教授 に

迎 えられた.そ の後エディンバラが文芸の都 として有名 とな り,ラ イバルのグラスゴウは科学技

術の大学 として有名 となる.グ ラスグ大學の数学 ・天文学器具修理工のJ .ワ ッ トが蒸気機関を発

明したのを契機に,同 大学が産業革命の原動力となる幾多の発見 ・発明に成功 し,グ ラス ゴウ ・

西部 スコッ トラン ドは世界のハ イテク ・センター となった1

グラスゴウ大学には・ス ミスの先生だった哲学のF.ハ チスン教授,化 学のW .カ レン教授,潜

熱発見者のJ.ブ ラック教授,自 然物理学のJ.ア ンダーソン教授が活躍 した.こ れらの諸教授が他

のスコットラン ド3大 学 と連動 して,一 大社会改良 ・啓寒運動を展開 した.こ のス コッ}ラ ン ド

の文芸復興運動の輪の中に第7代 エルギン伯爵も入っていた.(35)

ス ミスは,中 世社会 では 「満月夜には出歩かない」 との盲信 を否定 し,む しろ見通 しが よく夜

道 も歩き易いと 「満月会」 を発起 して啓蒙活動を展開 した.各 地で政治 ・経済クラブや文芸協会

が設立 され,そ れ らがイギ リスの重商主義政策を批判 し次の 自由貿易主義への社会思潮形成に貢

献 した.(36)

またアンダー ソン教授は,合 併後に急成長 したスコットラン ドのタバ コ貿易業が1776年 のア メ

リカの独立を契機に凋落 ・衰退 した時に,貿 易業者 を集め世界最初 の 「商工会議所」 を作 り,貿

易政策指導 また地域産業振興への転換を促 した.ア ンダー ソンの指導下に西部スコットラン ドの

クライ ド河流域には,次 の時代 を迎える産業基盤を形成 した.

またアンダーソン教授はグラスゴウに 「市民大学」設立構想の遺言を残 したが,そ れが市民の

手で実現されアンダーソン ・カレッジ(現 在のス トラスクライ ド大学)と 呼ばれた.卒 業者 は自

らをアンダニ ソニアンと呼び,世 界で活躍 し,ア メリカのス ミ'ソニアン博物館の創立にも影響 を

与えた.総 体的な科学技術振興のため,グ ラスゴウ大学が科学技術 を先駆するエ リー ト科学者 を

作 り,ア ンダー ソン・カレッジがエ リー トを補助す る優秀な職工 を養成する体制 を創出 した.(37)

イギ リス産業革命の進展 とともに,ア ンダーソン ・カレッジは英国各地で発起 された職工協会

(メカニ ック・インスティテユー ト)の モデル校 となった.イ ングラン ド3番 目の大学 ロン ドン大

学のバーベ ック・カレッジも,1826年 にアンダーソン・カレッジのG .バーベック教授がロン ドン

に下 り夜間技術校 を開始 したのが起源であった.さ らにマンチェスター,リ ーズ,リ バプールへ
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と各地工業都 市に職工協会が設置され工業技術の熟練工育成講座が普及 し,教 壇に立ったのはス・

コッ トラン ド技師であった.

グラスゴウ大学のケルヴィン卿の友人のエディンバ ラ大学教授のW.フ ェアバー ン卿が 「エン

ジニアとは狭義の機械に関与す る人物ではな く,心 の中で成功への手段 を求めて精神と行為 を実

践 し,い かなる困難 な職務 を遂行す る人物」 と定義 したが,ス コッ トラン ド人技師はヨーpッ パ

で中世から尊敬されてきた3つ の専門職(プ ロフェッショナル)の 牧師,医 者,法 律家と比べて,

この時代 を迎えスコッ トラン ド技師は 「牧師は人の心を耕 し,医 者は人の病 を癒 し,法 律家は人

の行動の基準を教 える」尊敬 されるべ き専門職であ り 「生活向上に貢献す るエ'ンジニアは第4の

プロフェッショナル」を主張した.

ヨーロッパ大陸で も工業化の進展 とともに同傾向が見 られた.特 に19世 紀のナポレオン戦争以

降の戦争に近代科学火器が用いられた.一 方では武器に進展,他 方では武器で怪 我人への外科処

置が求められ,結 果 としてオランダのライデン大学の外科手術が興隆 した.近 代医学はライデン

大学か ら北海を越えてエディンバ ラ大学に伝えられ,さ らにグラスゴウ大学へ と伝達 された.1815

年にはバー ンズ兄弟がグラスゴウ大学に外科手術学科 を作ったとされ る.ま た1901年 にグラスゴ

ウ大学は世界最初の女性医師を輩出した.(38)

つ まり1707年 の合併 までは,南 のイングラン ドに比 して常に圧倒 的に貧 困で不遇であったス

コットラン ドが,プ ロテスタンティズム(清 教徒主義)を もとにスコットラン ド・ルネッサンス

をおこし社会改良 ・発展運動 を展開し,イ ギリス産業革命の情様な発明 ・発見 もグラスゴウ大学

を中心に西部スコッ トラン ドで行われた.(39)'

1707年 の 「合併」受入により,イ ングラン ドの持つ広大な海外市場が開けると,清 貧で教育 ・

技術 を持つスコッ トラン.ド人は大英帝国のフロンティアへ と向かった.こ のようなスコットラン

ド・ルネッサンスか らヨーロッパ近代理性覚醒運動が発信 され る歴史ダイナ ミズムの時代の中か

ら,第7代,第8代 エルギン伯爵は登場 した.(40)

5.結 び に代 えて一産業革命の都 ・グラス ゴウ

18世 紀後 半か らイ ギ リスで生 じ社会 変革 まで起 した急速 な経 済発展 は,世 界史上,A.J.ト イ ン

ビー が発明 した言葉 「産業革命 」(IndustrialRevolution)と して認知 され る.

ス コッ トラン ドか ら移住 ・出稼 ぎに海外 に渡 ったス コッ トラン ド人は,世 界 の7つ の海 を結 び

「陽 の沈む こ との ない帝 国」 を形成 した .イ ギ リスが 「世 界の工場 」(WorkshopoftheWorld)

と称 賛 され た時代,西 部 ス コ ッ トラン ドは 「イギ リス産業 の心臓」(HeartofBritishIndustries)

と称 賛 され た.(41)

イ ギ リス産業革命 の中 でも,ス コ ッ トラン ド人は特 に水 ・陸交通,建 築,運 河 ・港 湾建設,土

木 ・工作機 械製造,化 学分野 に秀て お り,多 数 の発 明 ・企業家 を生ん だ.母 国 で実 用 ・科学 技術

知 識 を身につけ たス コッ トラ ン ド人 は先ず イ ングラ ン ドに南下,ロ ン ドン をは じめ 諸都 市 の工業

化 に活躍,次 いで ヨー ロ ッパ 古民社会 形成 の遂行者 として 「エ ンジニァ」の誇 りも高 く各 地の 「市
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民社会」建設に向かった.ス コッ トラン ド人技師が主流であったことから,天 川潤次郎教授は「イ

ギリスの産業革命はスコットラン ド人の革命 であった」 と評価す る.(42)

スコッ トラン ドとヨーロッパ との 「つなが り」 を見 ると,16世 紀以来スコッ トラン ド人傭兵は

ロシア宮廷 をは じめ ヨーロッパ各地の諸侯に仕えた記録がある.つ まり隣国で歴史的に敵視す る

イングラン ドよりも北海を越えての大陸に職 を求めた.

18世紀初頭にスコットラン ド銀行の脆弱性,イ ングラン ドの東イン ド会社成功の夢を追って設

立 したスコッ トラン ドの西イン ド会社(ダ リエン会社)で あったが,挫 折に直面 しイングラン ド

との 「経済的合併」を受け入れた.事 霧 合併の免換比率 も同じポン ドでも12分 の1で 評価 され

る屈辱的な条件であった.合 併後,イ ンゴランドか らの協力を得て亜麻工業や羊毛工業の発展 を

見たが成功にはいた らず,ス コットラン ド産業革命は1780年 代以降の綿工業に始 まる.ス コッ ト

ラン ド出身で成功 した英国マンチェスターの紡績企業か ら中古機械 を導入し,イ ングラン ド綿工

業が厚手の綿織物 を主 としたのに対 して,補 完的な市場 を模索 し,グ ラスゴウ綿工業は副次的な

付加価値 の高い複雑 な織物模様や高度 な染色 をした綿織物製造を目指 した.ま た毛織物工業では,

イングラン ド毛織物の補助的な役割 を果 し,廉 価で一般的な毛織物 を製造 ・販売 した.(43)

18世 紀後半にグラスゴウのキャロン製鉄所が 「ヨー ロッパ最大の武器庫」 と言われの成功 をお

さめた時,同 製鉄所から拉致され強制的に連行された技術者が,ロ シアのエカテ リーナ2世 治下

に,ロ シアの鉄工業 を興 した記録 がある.A.ス ミスも幼い時に拉致 されかかった話がある.当 時

では 「緻 ・が馳 手つ即 阜・〕蠣 力絢 であったからである・

スコッ トラン ド人の ヨー ロッパ大陸での人脈は活発化 し,19世 紀中葉 にイタ リアでガルバ ル

ディが独立運動 を起こした時にグラス ゴウ土木技師マガダムを中心に支援活動に乗 り出 し募金 ・

義勇兵派遣に尽力 したことも有名である.(44),

しか し鉄工業時代 ではスコットラン ドは自立性を高める.鉄 工業には3段 階がある.ま ず鉄鉱

石 を銑鉄に変換する熔鉱炉工程,次 いで銑鉄から錬鉄 ・鍛鉄に変換する高炉工程,さ らに錬鉄 を'

鋼鉄に変換する平炉工程がある.イ ギ リス鉄工業は,最 初に酉南部 ミドランズ地方を中心に伝統

的な鉄工業が発達 したが,次 いで産業革命期に南ウz一 ルズで純度の高い鉱石が見っけちれ高品

質の錬鉄 ・鍛鉄 が製造され,同 地域鉄工業は特に英国内の鉄道 ブームに貢献した.(45)

、それに対 し純度の低い混ぜ物が多いスコッ トラン ドの 「黒帯鉱石」(blackbandironstone)の

利用方法をT.マ シュッ トが1780年 代に見つけ,1820年 代にJB.ニ ール ソンが熱衝風熔解法 を発

明 して 「燐成分の多い地元鉱石」の実用化に成功し,ス コッ トラン ドは第3の 鉄工業地域 となっ

た.(46)

それが一大転機 とな り1830年代からスコヅ トラン ド製鉄業 は著 しい発展を遂げ,価 格競争で も

1840年 代には西部 ミドランズや南ウェールズを凌ぎイギ リス最大の銑鉄生産地域 とな り,1844年

にはグラスゴウに銑鉄輸出市場が形成された.

事実,イ ギリスか らアメリカに送られた輸出鉄の3分 り2は スコッ トラン ド銑鉄 となった.国

内では先進2地 域の錬鉄 ・鍛鉄には対抗できないが価格が安 く,輸 入 したアメリカ側では豊富な
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木材資源を用いて高温で撹拝すれば鍛鉄 ・錬鉄に転換することができた.つ まりスコッ トラン ド

の銑鉄の半製品的なことが逆1こアメリカ側の需要 と合致 して歓迎 された.(47)

ス 当ットラン ド銑鉄は大英帝国の植民地各国で歓迎 された.こ の鉄製品や鉄技術の輸 出力㍉ ス

コッ トラン ド技師の海外派遣 ・移住 ・出稼 ぎを誘引し,さ らにスコットラン ド人の牧師,教 師,

商人の出移民現象 を刺激 した.(48)

製鉄業の興隆に刺激を受け,ス コットラン ドでは関連す る機械 ・鉄道 ・造船業 も発展 を迎え,

1860年 代の グラスゴウの繁栄は 「機械の都」「鉄道の都」「造船の都」 と賞讃 された.事 実,グ ラ

スゴウを中心 とす る西部スコッ トラン ドで第1次 世界大戦前に精糖機械の80%,19世 紀の末の10

年間の世界の蒸気機関車の50%,さ らに1870年 か ら1912年 間の世界の蒸気鉄船の35%を 製造す る

繁栄 を極めた.

これらのビジネスの成功 を支えた銀行業 もス コッ トラン ド人が世界に誇るビジネスであった.

両国では 「合併」以前の時代 イングラン ドでは1694年 にスコッ'トラン ド国ジェームス6世 が命

でイングラン ド銀行がスコッ トラン ド人により設立され,ス コッ トラン ドでは翌年にス コットラ

ン ド銀行が創立 された.

イングラン ド銀行 は21年期限の延長に よる勅許状に基づ き経営独 占されたが,ス コッ トラン ド

銀行は第1次 ジャコバイ トの反乱に加担 したため独 占延長が認め られず,勅 許状が1727年 には王

立スコットランド銀行,1746年 には王立亜麻銀行に も認可 され,3銀 行 による地域協業経が軸 と

なった.世 界最初の銀行業者協会(AssociationofBankers)も スコッ トラン ドが世界最初であっ

た.(49)

さらに経済発展の著 しい19世 紀には,ス コットラン ドで多 くの銀行 が設立され るブームが起

こった.そ の後の変遷 を経て1844年 にスコッ トラン ド銀行法,:1845年 にイングラン ド銀行法が可

決 され,イ ギリス銀行業が成立 されたが,背 景で活躍 したのはスコッ トラン ド人銀行家であった.

事実19世 紀の後半に新 世界のアメリカ,カ ナダに進出 した銀行業の9割 がスコッ トランド人で

あ り,幕 末 ・明治の日本へ到来 したゆ一 カンタイル ・バンク(MercantileBankifIndia)等 の

諸銀行 もスコッ トラン ド系銀行がイン ド・中国を経て到来 したものである.

スコットラン ドの造船業が世界の海での蒸気船活躍の時代 を拓いた.そ れ以前のアジア航路は

アフ リカ喜望峰経由の大型帆船の時代であった.

しか し帆船では自然条件(風 や潮の流れ)に 逆 らうことはできなかった.蒸 気船の発明が小型な

が ら自然条件にも逆らって航行 できることを可能にした.蒸 気船はイン ドの内陸部,中 国の内陸

部の河川をも遡 り,定 期的運航が可能 となった.フ ランス人レセ ップスが英国資本の援助を受け

1869年 にはスエズ運河を開通させ,地 中海から紅海,ざ らにイン ド洋 を結ぷ蒸気船航行ルー トを

実現 した.(50)

19世紀の蒸気船関連の技術改良の鉄製船体建造,プ ロペ ラ推力,内 燃機関等の発明がグラスゴ

ウ大学で行わ礼 クライド河流域の造船所で建造さ礼 新型蒸気船が続々と世界へ輸出さ都 そ.

れがアジア ・極東にも到来す ることになる.
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本稿の研究遂行 には,平 成22年 度科学研究費基盤研究一般Cの 活用による.
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